
事  務  連  絡        

令和６年 10 月 11 日 

 

各県 

廃棄物行政主管部（局）ご担当者 殿 

 

 環境省環境再生・資源循環局総務課 

   容器包装・プラスチック資源循環室 

 

プラスチック使用製品廃棄物の分別収集・再商品化促進に向けたセミナー 

（四国地域）について（案内） 

 

資源循環行政の推進につきましては、日頃より格別の御協力を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、プラスチック容器包装廃棄物及びプラスチック使用製品廃棄物の一括回収実施

自治体の拡大や地方公共団体と製造事業者等が連携した使用済みプラスチック使用製品

の回収体制の構築に向けて、四国地域の地方公共団体及び市町村と連携する法人の担当

者を対象に『プラスチック使用製品廃棄物の分別収集・再商品化促進に向けたセミナー』

を開催いたします。 

つきましては、貴県担当職員の御参加を賜りますとともに、お手数をおかけしますが、 

管内の市町村（政令市を含む）及び一部事務組合に周知方よろしくお願いいたします。 

なお、法人の参加も可能となっておりますので、地方公共団体及び市町村と連携して

自主回収の実施を検討されている法人に対しても、当案内の周知をお願いいたします。 

参加を希望される場合は、令和６年10月23日（水曜日）までに下記のＵＲＬからお

申し込みください。 

記 

 

【日時】令和６年10月31日（木）13:00～16：00 

※セミナーのみ御参加の場合は15時05分まで、パネルディスカッションまで御参加の

場合は16時00分までを予定しています。 

 

【会場】高松サンポート合同庁舎南館 南 101 大会議室（香川県高松市サンポート 3 番

33号）またはオンライン 

    

※JR高松駅下車、徒歩3分。ことでん高松築港駅下車、徒歩約７分。 

※来訪される際は公共交通機関をご利用ください。 

 

【参加申込書】 

https://forms.office.com/e/J6MHewd8GT 

 

https://forms.office.com/e/J6MHewd8GT


【セミナー内容】 

① プラスチック資源循環法の概要と再商品化計画の認定状況（環境省本省） 

② 先進的モデル形成支援事業の成果（デロイトトーマツコンサルティング合同会社) 

③ 一括回収と32条ルートでの再商品化実施状況について（岡山市） 

④ 食品トレー等の店頭回収とリサイクル状況について（株式会社エフピコ） 

⑤ 店頭資源回収事業について（販売事業者） 

 

また、セミナー後に会場出席者のみでパネルディスカッション形式での意見交換会を

開催いたします。四国のプラスチック資源循環に関して、製造事業者、販売事業者、リ

サイクラー、自治体と各方面から意見を交わす機会にしたいと思います。是非会場へ御

参加いただけますと幸いです。 

※座談会は会場へ御出席される方のみが参加可能となります。 

なお、テーマについては参加申込書にて募集をしております。当日は皆様から募集を

したテーマで意見交換を行う予定です。 

是非、積極的な御参加をお願いいたします。 

 

【タイムスケジュール】 

13:00 環境省挨拶 

13:05 環境省発表 

13:20 デロイトトーマツコンサルティング合同会社発表 

13:30 岡山市発表 

14:00 株式会社エフピコ発表 

14:30 販売事業者 

15:00 環境省総括 

15:05 休憩  ※オンラインでのご参加及びセミナーのみご参加の方はここで終了とな

ります。 

15:20 パネルディスカッション 

16:00 終了 

 

※参加者１名につき、１申込書の記入をお願いします。 

※ご来場の際は公共交通機関をご利用ください。 

※オンライン参加の場合、本申込書に記載いただいたメールアドレス宛に別途URLを送

付いたします。なお、オンラインツールはZoomを想定しております。 

※講演の内容は一部変更となる可能性がございます。ご了承ください。 

 

 



 

 

 

＜連絡先＞ 

環境省環境再生・資源循環局総務課 

容器包装・プラスチック資源循環室 

電話：03-5501-3153 

メール：plastic-circulation@env.go.jp 

担当： 仲野、福武、澤田 

 

中国四国地方環境事務所 四国事務所 

資源循環課  

電話：087-811-7240 

メール：MOE-SHIKOKU@env.go.jp 

担当： 小川 奈奈 

 

 


